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60周 年 か ら2012年 度ヘ

経済学部長役を拝命 してはや半年。

前学部長平澤先生の もと盛大かつ

有意義な60周年諸行事は行われたが、

その余韻に浸る間もなく経済学部は

2012年委員会にフル活動をお願いし、

夏休み直前に検討結果報告にこぎ

つけました。それを指針 として、

2012年 度以降の経済学部飛躍の

ための中核になるカ リキュラムを

今年の年末 までに仕上げなければ

ならない。夏休み以降、経済学部は

緊張の季節を迎えることになる。

2012年度。経済学部は青山キャ

ンパス 1_4年生体制に30年 ぶりに

「回帰」する。先輩 (3-4年生)と
後輩 (1-2年生)と OB OGが同一

キャンパスに避近 し、face_to―faceで

切瑳琢磨 を し、連帯の絆 を確認 し

合える環境を回復できるのである。

厚木、相模原と 1-2年生が「漂流」

することに当初から多数の教職員が

懸念を示 していた。その懸念が現実

となり様々の負の遺産を背負うこと

になった。それは先輩と後輩の連帯

感が形成 されぬ学生生活、有機的関

連性 を持てぬ 1‐ 4年生のカリキュ

ラム運営などに顕著である。また新

入生を迎えるには不利なキャンパス

のため過大なエネルギーを投 じなけ

ればならなかった人試対策。そのた

め手薄になった出口対策。

30年 の歳 月 ]グ ローバリゼーション。

日本の国内外の情勢は様変わりし、

日本人には厳 しいものとなった。就

職が、職場が国内でさえ海外の人々

との直接的競争を意識せ ぎるを得な

くなったという現実である。タフさ、

スマー トさ、そして大 らかさがなけ

ればこの現実を乗 り越えどこでも生

きていける突破回は見つけられない

のではないか。願わくば卒業時には

タフでスマー トで大らかな青山学院

大学経済学部学生になっていて欲

しい。今年度の2012年委員会は、

こうした私の危機感も織 り込んで、

出口対策をにらんだカリキュラムの

構築と展開のための指針を提示 して

くれたのである。仕上げに当たって

よリー層のご協力を関係諸氏に切に

お願いする次第であります。

1971年 弘前大学人文学部経済

学科卒業、73年 東京大学大学院

経済学研究科修士課程修了 (経済

学修士 )、 77年 同大学大学院同

研究科博士課程単位取得退学。

1976年 (社 )日 本 経済研 究

センター常勤研究員、78年茨城

大学人文学部社会科学科専任講師、

82年青山学院大学経済学部助教授、

89年 同教授。1986～ 87年英国

経済社会研究所客員研究員、95
～96年米国ラ トガーズ大学客員

研究員。

経 済 学 部 第 二 部 学 科 主 任 、

情報科学研究センター副所長。

日本経済学会に所属。
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裟姿公鵬鸞織   (

講演会場 :青山学院大学 青山キャンパス 9号館 3階 931号教室

テ ー マ :「混迷する世界経済 戦後世界経済の成長システムは変わるのか」
しまみね  よしきよ

講  師 :蔦峰 義 清 氏 悌 一生命経済研究所 主席エコノミス ト)

講師略歴

1990年 3月  青山学院大学経済学部卒業 岡三証券入社

日本総合経済研究所を経て、1998年 5月 より現職

当日は経済学会第 2回 講演会と共催です。入場無料。

義山学         )
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～経済学部同窓会 第 17回講演会報告 ～

講   師 :森田 実氏 (政治評論家)

講演テーマ :「参院選情勢と政局展望」

今回で第 17回 目となるЧ
l同窓会主催の講演会は 6月

16日 (水 )18日寺半から総研ビル 3階第10会議室にて開催

されました。当日は50名 近い方に参加いただきました。
「経済倶楽部」という経済界の重鎮が会員に名を連ねる

名門倶楽部 との提携 により講師 をご紹介いただける

システムの効果か、最近は三原淳雄氏 (経済評論家 下左

写真 )、 川本裕子氏 (早稲田大学大学院教授 下右写真 )、

L村達男氏 (早稲田大学法学部長 )、 浜矩 子氏 (同 志社

大学大学院教授)と いった各界でご活躍中の講師をお招

きする事ができるようになってきました。

講演内容の詳細については同窓会HPに 講演録 と

してアップしておりますので、本稿では詳細は触れま

せんが、森田氏の分析は長年日本の政治を見てこられた

/」 だけあって、一言一言に重みを感じましたj昨年の衆議

院総選挙での民主党大勝は、国民が民主党を支持 した訳

ではなく、自民党政治への批半1票であることを民主党は

肝に銘ずる必要があり、今度の参議院議員選挙は民主党
への審判の場であるという主旨のコメントもありましたが、

結果は見事に「審判が下された」形になってしまいました
[

民主党支持が急落した背景には「鳩山・小沢両氏のカネ

を巡る問題」があった訳ですが、森田氏は更に突っ込ん

で民主党の「霞が関解体論」にも厳 しい批半1の 日を向け

ています。
「政と官Jが呪み合っていては国政が停滞 してしまう

ことを「2頭の象が争えば傷つくのは草」というアフリカ

の諺を引き合いに出されながら、大事なことは党の考

えをしっかりと官僚に理解させて仕事をさせること、民

主党のマニフェス トだから、といって霞 ヶ関解体に奔走

する民主党の姿勢には疑間を投げかけています 国民を

無視 したような「政官抗争」は国民のためにならないと

いう持論には、森田氏の気骨を感 じました。

今、民主党は大きな岐路に立っています。菅氏も小沢

氏も含め、多くの民主党議員は森田氏の発言を真摯に聞

きいれ、本当の意味での政治改革に取組んでもらうこと

を期待する次第です。
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●過去の講演会 ●

2010年 6月 16日

【アンケー ト結果から】

今回の講演会終 J´ 後、参力Π者の方には簡単なアンケー ト

を実施 しました。講演会を聴いた感想、今後どのような

講師を呼んで欲しいか、等の項目に記載いただきました。

30数 名の方にお答えいただきましたので、いくつかの

ご意見をこの紙面で報告 します。           ―

① 今回講演会のテーマ 。内容について
。大学の授業では見られない観点からの話で、政治・

経済に興味が湧いて来た。 (経済学部 311生 )

・新聞には掲載 されていない内容で面白かった。

(文学部OG)
。政権交代により、日本の政局がどうなるかを失Πる意

味でタイミングの良い企画であった。

(経済学部OB)
・国政の現状と問題点について知識を得られた。地に

足のついた内容であった。 (教職員)

・マスコミの報道が必ず しも正しい訳ではなく、多く
の情報から何が正しく何が正しくないのか判断する

ことの大切さを感 じた。 (経済学部 3年生)

② 今後講演して欲 しい講師 。テーマ等
・講師の希望としては、消費税をテーマにした講演会、

社会保障問題についての講演 (中 高年OB、 OGに は

関心あるテーマ)、 晴い話ばかりでは学生として辛
いので希望的な話を聴かせてくれる講師を呼んで欲
しい、 というような意見もありました。

同窓会としては、出来るだけ皆様の意見を取 り入れなが

ら今後の講演会を計画 していきたいと考えております。

文 責 佐 藤 英 二 ('74)
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森田実氏講演会

2009年 9月 23日  第15回 三原淳雄氏講演会 2009年 11月 26日  第16回 ∫|1本 裕子氏講演会
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2011年 9月 23日 (祝 )に卒業50周 年 (Golden)と 25周年 (Silver)
の卒業生を対象とした祝典が開催されます。

2口 11年は1961年事業生&1986年卒業生がそれぞれ該当いたします。
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2010年 度 Golden&Silver Jubilee
授与式の報告

太田 義男 (160)

2010年 度 Golden&Silver」 ubilee授 与式

稲入干卒業(Gddettbrtte161

思い起こすと、2001年 9月 の大学同窓祭に集まった10

名余の同期の |ll間 が発起人となり、各々クラスやゼ ミ・

サー クルの‖l判 に呼 びかけ、同年 Hナ1に は卒業時 14
クラス中 8ク ラスの代表が参集 し世話人会をスター トさ
せ ました。それ以降 、2002年秋の集い (第 1回 同期1会 )

開催に漕 ぎつ けるまで 、毎「l lL話 人会を持 ちその者「度
クラス代表が増 えていったものです。

それから 3イllご とに集い (lrl:切 会)を 開催 しておりますっ
その 第 41111‖ が 20Hイ 1に な る こ とか ら サH催 日 を
GoldenJubilee授 り人にあたる 91123日 に定め、記念式
典の後、盛 大な集

`ゃ

を持つ′ヽ く 1比 言1人 会を再 スター トさ
せました。

Ч
l「 |は 、 Jlい に来し方の健闘を称え、学院の興隆を慶び、

向後をllJ lま しあう場 としたいものです [
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2010年 9月 23日

1960年 卒業生 (Go den」 ub ee)
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① 箱根駅伝応援する会に参加しよう

41年 振りに “シード171獲得
Ⅲ
2011年 1月 2,3日 熱き

ご支ケ 応援 をお願い します。

詳 しくは青山学院箱根駅伝公式サ イ ト

(http://www alumni aogaku net/)を ご覧 ドさい。

② スカラーシップチャリティーゴルフ

20H年 3月 1611に '「i例のスカラー

シップチャリテ ィーゴルフをキン

グフィールズゴルフクラブ (T某
県市原 |「 新巻377)で行います。
ダブルペ リア方式で 6組 の参加

を 予定しています。参加をご希望
の方は、郵便またはE―malで本会事務局にご連絡ください。

③ クラス会 。同期会を開きませんか ?

経済学部のクラス会や同期」会等を開催する場合には、校
友会で管Fllし ている卒業生名簿を名簿ラベルとしてお渡
しすることができます。詳しい手続きにつきましては、
同会事務局にご相談ください。

④ 募 集 !!

本誌「オイコスノモスJの 編集委員を募集 しています。
皆様の新しいアイデアをお待ちしております。
連絡先 :〒 150-8691 渋谷郵便局 私書箱145号
青山学院大学経済学部同窓会
E―mail i info@oikos― nomos com

√ ●

ゼ ミ連 ('舌 動 )につ い て  経済学部准教授 高嶋修―

経済学部ゼ ミナール連合 (ゼ ミ連)は 、かつて存在してい

たものの廃止されたという経緯がありましたが、意欲的な学
生の希望により2007年 に復活しましたc以来、各ゼ ミの研究
成果を競いあうゼ ミナールコンテス トや、OB OGお よし命

業関係者を招いての進路相談会、留学生との交流会やゼ ミ相
互の親睦行事など、さまざまな活動を実施しています。昨年度
は経済学部倉」1760周 年にあわせ、学部と協力してエコバ ッグ

デザインコンテストを実施、優秀作品を商 1鴨 化し、キャンパ

ス内の購買会で販売しました。これらの活動は、有志で集っ

たゼ ミ連役員の学生が中心 となって進めていますが、今年度
は、学部との連携を強化しながらより多くの学生が参加 しや

すくなるよう、規約の改定を教職員と共同で進めています。

同窓会からは、これまでに寄付や飲料の差し人れ等、さま

ざまなご協力を頂いてお ります。今後ともご支援のほど、よ

ろしくお願いいたします。

経済学部ゼミナール連合
http://www cc aoyama acip/～ aOyamagakuin― keizaiseminar―
unlon/index html

エコバッグデザインコンテスト優秀作品

キャンパス内の購買会で販売
_し ています。  各1,000円

お問い合わせ

青山学院購買会青 111店

tel:03-3409‐4401
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(平成 21年度 )
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収入の部
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支出の部
()キ iイ、ア:|]1)

2010年度年会費を納入されていない方は ド1把 へお振込みください

ゆ うちょ銀行 日座番号 : 00160-2-134995

加入者名 :青 山学院大学経済学部|11窓 会

通信欄にご記人ください :||:所/氏 名/1部 2部 llal経  牛11/
年会費種類 ni tt rt 3,0001

1011会 費 20,00011
糸冬身

`ゃ

イや 30,00011(|11し 、61),壮 以 :の 会,t)

編 集 後 記 吉澤 恵美 ('88)

3月 27日 に行われた大学の卒業式の日に、卒業/11の 同窓会人
会Fill誘のために青山キャンバスに行ってきました.昔に比べて、
経済学部の女 r学ノ

liの 多さと、現代風にアレンジした十やかな
袴姿には非常に驚きました

私が在
だ
iた していた頃 (1984年～1988角1)に は、経済学部は

'‖|:学 部に次いで女 r″711が少ない学部であり、学部内の女 子学
イとの占める害J合 は一害」弱でしたし

しかし、2009年度の経済学部の学部学生の男女比は、約7:3
に変化 しています。 (ち なみに、2009年度の学部全体のワ]女比
は約55:45。 )今後は、経済学部同窓会の会員も女性が増え
て行くことになるでしょう。

今号より、オイコスノモス編集委員に女′
性3名 が川|わ りました

設 立60周年以 Lの伝統のある経済学部の同窓会会報として、今後
は老若男女の会員の方々にご油i足 いただける内容になるように、
編集委員 ―同、努力したいと考えております。

青山学院大学経済学部同窓会会報 第16号

2010年 H月 lH発行

`き

行者 太  義りj

発行サウ「 T山学・L大 学経,斉学部 」窓会
|+1ltか′,の lri‖ tゃご14‐ 11、 人会 込、会イセ仙人

.Iの
お |り 合せは卜|せへ !

〒15(卜 S691 お
'7卜

郵|[九 」″、「1占 45り

ホー′、ヘ ージ:hllp:〃 ()ik()、 nonぅ os cOn1/

E― nittil:inlkぅ @t)ikOヽ ―n()nlo、 conl

今後のスケジュール

◆ 2010

◆ 2011 12～ 3

◆   120

◆   316

0       3 26

◆   5

201011 1現在

第18回経済学部同窓会公開講演会

箱根駅伝 
蔦峰 義清氏 (1頁参1照 )

幹事会・懇親会

スカラシップチャリティーゴルフ

卒業生勧誘 青山キャンパス

総会、懇親会 (予 定 )

2009年度
向

収 支報告書
至    2010イ 1(3}1(3111

田

EI 決 算 額 次年度 予算

1  会費収入

2.そ の他収入

1)余性‖又/尺

2)頂金利′自、

3)′奇:  f、 l‐

4)校 友会大学部会補lll」

2,189,060

612,789

30,000

13,769

154,631

414389

2,200,000

680,000

30,000

20,000

200,000

430,000
当期収人舎計

前期繰′[文 金

2,801,849

9.510.284

2,880,000

10_312399
収入杏 :il 12,312,133 13.192399

2009年経済学部進路状況

経済学部教授・就職部委員 矢吹 初 (188)

事1呂

湾 昌

経済学部では例年、金融・保険への就職率が高いのが
特徴的です。その後、サービス、卸・小売、製造などが
続 きます。この傾向は近年、あまり大きな変化はありま
せんが、昨年は金融業界が採りlJを 抑市Uし たため、金融・

保険の比率が減少しています。またこのため女子学生の
就職が厳しくなりました。

ここでは出てきませんが、経済学部の就職率 (新規採
用決定者率)は 788%と なってお り、本学で最も高い水
準となっています。しかし近年は減少傾向が認められ、
進路保留をしている学生の比率が増加 している点が気に
なるところです。

経済学部 としては、今後 とも同窓会を中心 とした卒
業生の皆様のご協力を仰ぎ、学生の就職をサポー トして
まいりたいと思っております。

奨学金報告

経済学部同窓会は後輩を応援するため「経済学部1司

窓会給 IJ′聾奨学金」市1度 を倉J設 し、
.04年

度から毎年
15万 lllを 2名 ～ 3名 に給付してまいりました。 `lo年
度までに給付した奨学金は累計 16名 240万 円となりま
した

この奨学金は同窓会員 (ア クテ ィブ会員)の 年会費
やチャリテ ィーゴルフ大会の開催時の寄付金などを源
資としています=こ の奨学金制度の継続のため一人で
も多くのアクテ ィブ会員への入会を期待 してお ります。

「
1 決 算 額 次年度 予算

1 事業費

2 会報発行費

3.印 Fl費

4_通 信交通費

5 会議費

6 事務費

7.名 簿管FT費

8 奨学金

9 雑費 (含む加盟1費 )

10_そ の他

191,638

382,392

121,219

100,080

169,790

16,322

527,279

300,000

104,514

86,500

350,000

400,000

400,000

350,000

200,000

100,000

540,000

450,000

140,000

100,000

当期 支出合計
Ч
l'Ul収 支差額

次期繰越金

1,999,734

802,115

10,312,399

3,030,000
△ 150,000

10.162.399

芝出 合 [i十 12,312,133 13,192,399


